標識について　　　（民泊ポータルサイトに電子データがあるので参照して下さい）
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	　事業者は、事業の形態に応じて、第４号から第６号のいずれかの標識を公衆の見やすい位置に掲げる必要があります。

　【注意事項】

　姫路市内の施設で事業を行う場合は、標識の「○○県知事」が「姫路市長」となります。


住宅宿泊管理業務を自ら行う場合


家主居住型





住宅宿泊事業者の生活の本拠となる住宅と、届出住宅が同一の建物内若しくは敷地内にあるなどで、住宅宿泊管理業務を自ら行う場合





家主居住型となるが、家主が隣接地等


に居住しているもの





住宅宿泊管理業務を委託する場合


家主不在型









